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新
収
蔵
史
料
紹
介
水
野
錬
太
郎
・
政
直
旧
蔵
書
籍
・
雑
誌
に
つ
い
て
鹿
　
島
　
晶
　
子
　
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
友
邦
文
庫
で
は
、
平
成
十
五
年
六
月
、
新
た
に
水
野
錬
太
郎
、
政
直
旧
蔵
の
書
籍
、
雑
誌
な
ど
七
二
二
件
（
冊
）
の
史
料
を
お
受
け
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
十
二
年
に
中
央
日
韓
協
会
よ
り
お
受
け
し
た
約
一
⊥
ハ
○
○
件
に
次
ぐ
規
模
で
あ
る
。
煉
蒸
や
虫
干
し
の
必
要
な
ど
か
ら
目
録
作
成
が
後
に
ま
わ
り
、
公
開
が
遅
れ
て
し
ま
う
な
ど
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
が
、
本
稿
掲
載
時
に
は
目
録
が
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
、
現
物
も
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
利
用
の
便
と
な
る
よ
う
、
旧
蔵
者
の
経
歴
、
史
料
を
お
受
け
し
た
経
緯
、
史
料
群
の
構
成
と
特
色
、
関
連
史
料
の
所
在
な
ど
に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
　
水
野
錬
太
郎
は
明
治
元
年
東
京
に
生
ま
れ
、
明
治
十
七
年
大
学
予
備
門
に
入
学
、
二
十
五
年
に
帝
国
大
学
法
科
大
学
法
律
学
科
を
卒
業
し
た
。
明
治
二
十
六
年
に
農
商
務
省
入
省
、
翌
二
十
七
年
に
は
内
務
省
に
転
じ
、
三
十
年
か
ら
三
十
一
年
の
欧
州
出
張
の
時
期
を
除
き
四
十
一
年
半
ば
ま
で
内
務
大
臣
秘
書
官
を
勤
め
た
。
水
野
が
仕
え
た
内
務
大
臣
に
は
、
井
上
馨
、
板
垣
退
助
、
児
玉
源
太
郎
、
西
郷
従
道
、
原
敬
な
ど
が
い
る
。
明
治
三
十
七
年
か
ら
四
十
｝
年
ま
で
神
社
局
長
（
秘
書
官
兼
任
）
、
四
十
三
年
か
ら
大
正
元
年
ま
で
土
木
局
長
（
四
十
四
年
か
ら
地
方
局
長
兼
任
）
を
勤
め
、
大
正
元
年
十
二
月
、
第
二
次
西
園
寺
内
閣
の
倒
閣
と
土
ハ
に
内
務
省
を
辞
し
、
貴
族
院
議
ロ
貝
に
勅
撰
さ
れ
た
。
　
内
務
省
辞
職
の
経
緯
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
原
敬
と
の
出
会
い
が
、
以
降
の
水
野
の
政
治
活
動
の
進
路
を
定
め
た
。
大
正
二
年
の
第
｝
次
山
本
内
閣
発
足
に
際
し
、
原
内
務
大
臣
の
下
で
内
務
次
官
を
勤
め
た
水
野
は
原
の
勧
め
で
政
友
会
に
入
党
し
た
。
大
正
五
年
の
寺
内
内
閣
で
は
後
藤
新
平
内
務
大
臣
の
下
で
再
び
次
官
と
な
り
、
七
年
四
月
に
後
藤
が
外
務
大
臣
に
転
出
す
る
と
同
年
九
月
ま
で
内
務
大
臣
を
勤
め
た
。
加
藤
友
三
郎
内
閣
で
は
組
閣
参
謀
を
勤
め
る
と
と
も
に
内
務
大
臣
と
な
り
、
清
浦
奎
吾
内
閣
で
も
内
務
大
臣
と
な
っ
た
。
　
朝
鮮
と
の
関
係
に
つ
い
て
記
す
と
、
大
正
八
年
三
月
の
い
わ
ゆ
る
「
三
・
一
運
動
」
の
後
、
水
野
は
官
制
改
正
後
初
の
政
務
総
監
と
し
て
朝
鮮
に
赴
い
た
。
総
督
と
し
て
赴
任
し
た
斎
藤
実
海
軍
大
将
と
共
に
、
彼
を
推
し
た
の
は
原
敬
で
あ
る
。
水
野
の
古
稀
を
記
念
し
て
昭
和
十
二
年
に
編
ま
れ
た
『
論
策
と
随
筆
』
の
な
か
で
、
水
野
は
政
務
総
監
就
任
に
つ
い
て
、
軍
人
総
督
の
下
で
政
務
総
監
と
な
る
こ
と
を
断
乎
と
し
て
拒
ん
だ
が
、
す
で
に
関
東
長
官
と
満
鉄
総
裁
の
推
薦
を
断
っ
た
経
緯
が
あ
る
上
、
原
が
松
方
正
義
、
山
県
有
朋
両
元
老
か
ら
諒
解
を
得
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
（
当
時
の
政
務
総
監
は
山
県
の
養
嗣
子
の
山
県
伊
三
郎
で
あ
っ
た
）
、
就
任
を
引
き
受
け
た
鹿島水野錬太郎・政直旧蔵書籍・雑誌にっいて555
と
述
べ
て
い
る
。
水
野
は
、
加
藤
友
三
郎
内
閣
の
組
閣
参
謀
と
し
て
内
地
に
呼
び
戻
さ
れ
る
大
正
十
一
年
六
月
ま
で
の
間
、
官
制
改
正
に
よ
っ
て
新
た
に
局
と
な
っ
た
警
務
局
の
整
備
に
力
を
注
ぎ
、
三
〇
〇
〇
名
の
警
察
官
を
内
地
か
ら
集
め
て
朝
鮮
に
配
備
し
た
。
ま
た
、
東
京
で
設
立
さ
れ
た
中
央
朝
鮮
協
会
と
協
力
し
て
、
内
地
及
び
海
外
に
朝
鮮
の
「
文
化
統
治
」
を
広
く
伝
え
る
な
ど
し
た
。
そ
の
後
も
、
東
洋
協
会
な
ど
を
通
じ
て
、
朝
鮮
、
満
州
へ
の
関
心
は
続
い
た
。
　
水
野
政
直
は
水
野
錬
太
郎
の
次
男
と
し
て
明
治
三
十
九
年
に
生
ま
れ
、
昭
和
五
年
に
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
を
卒
業
し
た
。
卒
業
後
は
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
東
亜
経
済
調
査
局
（
東
京
）
に
勤
務
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
研
究
活
動
に
あ
た
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
の
ち
、
社
団
法
人
同
盟
通
信
社
に
移
り
、
外
信
部
、
政
治
部
、
バ
ン
コ
ク
支
局
長
を
歴
任
し
た
。
水
野
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
定
期
刊
行
物
の
種
類
と
期
間
か
ら
推
察
す
る
と
、
政
直
が
同
盟
通
信
に
移
っ
た
の
は
、
昭
和
十
一
年
の
通
信
統
合
前
後
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
二
十
年
に
同
明
皿
通
信
社
が
解
散
し
共
同
通
信
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
政
直
は
初
代
の
東
亜
部
長
と
な
り
、
そ
の
後
欧
米
部
長
、
ロ
ン
ド
ン
支
局
長
、
審
議
室
委
員
な
ど
を
経
て
昭
和
五
十
一
年
に
没
し
た
。
今
回
、
史
料
を
お
受
け
す
る
た
め
に
水
野
家
に
お
伺
い
し
た
お
り
、
政
直
の
長
男
で
あ
る
政
一
氏
か
ら
父
君
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
政
直
は
若
い
頃
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
満
鉄
入
社
後
は
、
関
心
を
同
じ
く
す
る
仲
間
が
身
辺
の
危
険
か
ら
持
ち
き
れ
な
く
な
っ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
関
係
の
書
籍
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
東
亜
経
済
調
査
局
で
資
料
の
名
目
で
預
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
特
徴
と
し
て
興
味
深
い
。
史
料
群
の
鰯
　
水
野
家
に
残
さ
れ
て
い
た
錬
太
郎
・
政
直
の
蔵
書
の
一
部
を
友
邦
文
庫
が
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
以
前
か
ら
閲
覧
者
と
し
て
東
洋
文
化
研
究
所
に
来
て
お
ら
れ
た
清
水
唯
一
朗
氏
（
現
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
i
特
任
助
手
）
の
情
報
と
ご
尽
力
に
よ
る
。
清
水
氏
は
大
正
期
、
特
に
政
官
関
係
に
関
す
る
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
、
内
務
官
僚
中
の
最
有
力
者
で
あ
っ
た
水
野
錬
太
郎
に
も
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
ま
た
、
清
水
氏
と
筆
者
は
政
策
研
究
大
学
院
大
学
（
以
下
政
策
研
究
院
と
略
記
）
の
伊
藤
隆
氏
を
代
表
と
す
る
近
代
日
本
史
料
研
究
会
に
参
加
し
て
お
り
、
史
料
の
所
在
や
目
録
の
作
成
・
公
開
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
交
換
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
水
野
家
に
蔵
書
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
こ
に
は
朝
鮮
、
満
州
関
係
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
、
現
在
の
こ
当
主
で
あ
る
政
一
氏
が
、
そ
れ
ら
を
研
究
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
意
向
を
お
持
ち
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
清
水
氏
か
ら
教
え
て
頂
き
、
辻
弘
範
氏
と
相
談
し
た
上
で
そ
の
一
部
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
清
水
氏
と
筆
者
は
以
前
、
政
策
研
究
院
C
O
E
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
｝
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
（
清
水
氏
は
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
筆
者
は
資
料
整
理
や
編
集
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
）
、
そ
の
縁
か
ら
、
蔵
書
の
一
部
は
清
水
氏
が
水
野
家
に
取
り
に
伺
っ
た
上
で
政
策
研
究
院
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
教
え
て
頂
い
東洋文化研究7号
た
。
一
緒
に
お
伺
い
す
る
ほ
う
が
、
人
手
の
上
で
も
選
定
の
上
で
も
具
合
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
清
水
氏
に
水
野
家
と
の
日
程
調
整
を
お
願
い
し
た
の
は
平
成
十
五
年
六
月
初
頭
の
こ
と
で
あ
る
。
史
料
に
関
心
を
持
つ
者
ど
う
し
の
横
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改
あ
て
感
じ
た
機
会
で
あ
っ
た
。
　
清
水
氏
と
辻
弘
範
氏
と
筆
者
の
三
人
が
、
蔵
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
高
輪
の
水
野
氏
宅
に
お
伺
い
し
た
の
は
同
月
の
二
十
日
で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
蔵
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
部
屋
に
案
内
し
て
頂
く
と
、
奥
行
が
三
間
ほ
ど
、
高
さ
一
間
ほ
ど
の
作
り
付
け
の
扉
の
付
い
た
書
棚
に
、
本
と
雑
誌
が
び
っ
し
り
並
ん
で
い
た
。
扉
を
外
し
て
全
体
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
し
て
か
ら
、
辻
、
清
水
、
筆
者
が
話
し
合
っ
て
ど
の
分
野
を
ど
ち
ら
が
持
っ
て
行
く
か
を
決
め
、
そ
の
後
は
部
屋
に
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
が
入
っ
て
本
を
取
り
出
し
、
写真1虫干し
残
り
の
二
人
が
部
屋
に
面
し
た
庭
に
段
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
控
え
、
窓
か
ら
運
び
出
さ
れ
た
本
を
互
い
に
確
認
し
た
上
で
行
き
先
別
に
詰
め
る
作
業
を
夕
方
ま
で
続
け
た
。
着
払
い
の
伝
票
に
手
分
け
し
て
宛
名
を
書
き
、
段
ボ
ー
ル
に
通
し
番
号
を
振
っ
て
作
業
は
完
了
で
あ
る
。
友
邦
文
庫
は
一
四
箱
、
政
策
研
究
院
は
二
八
箱
の
史
料
を
お
受
け
し
た
。
お
受
け
し
た
史
料
は
湿
気
の
多
い
場
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、
進
行
中
の
カ
ビ
や
虫
害
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
友
邦
文
庫
の
書
庫
の
史
料
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、
助
手
室
の
隅
を
お
借
り
し
て
段
ボ
ー
ル
を
運
び
込
み
、
目
録
作
成
を
行
な
っ
た
。
な
お
、
お
受
け
し
た
史
料
は
平
成
十
六
年
初
秋
に
虫
干
し
を
行
な
い
、
同
年
冬
に
煉
蒸
を
行
な
っ
た
。
友
邦
文
庫
書
庫
の
補
強
工
事
終
了
後
は
、
書
庫
内
に
増
設
さ
れ
る
書
架
に
排
架
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
　
目
録
作
成
は
、
史
料
を
お
受
け
し
た
直
後
か
ら
始
め
ら
れ
た
が
、
同
時
に
行
な
わ
れ
て
い
た
総
督
府
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
用
目
録
デ
ー
タ
作
成
に
押
さ
れ
、
平
成
十
五
年
夏
以
降
一
時
中
断
し
た
。
そ
の
後
平
成
十
六
年
春
か
ら
再
開
さ
れ
、
同
年
十
二
月
に
す
べ
て
の
段
ボ
ー
ル
箱
の
中
身
の
書
誌
情
報
の
入
力
が
完
了
し
た
。
入
力
項
目
の
多
い
、
非
常
に
煩
項
な
目
録
作
成
作
業
に
あ
た
っ
て
下
さ
っ
た
の
は
、
小
志
戸
前
宏
茂
、
鄭
栄
桓
、
吉
沢
佳
世
子
、
久
保
田
（
類
家
）
葉
月
氏
で
あ
る
。
現
在
は
、
段
ボ
ー
ル
箱
単
位
で
入
力
さ
れ
た
書
誌
情
報
を
ま
と
め
、
友
邦
文
庫
の
史
料
と
の
重
複
を
照
合
す
る
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
　
水
野
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
蔵
書
類
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
Q
　
ま
ず
、
定
期
刊
行
物
で
は
、
『
満
鉄
調
査
月
報
」
、
『
（
満
鉄
）
調
査
時
報
』
、
『
（
東
亜
経
済
調
査
会
）
新
着
史
料
目
録
』
、
『
（
東
亜
経
済
調
査
会
）
経
済
資
料
』
、
『
東
亜
』
な
ど
、
満
鉄
お
よ
び
東
亜
経
済
調
査
鹿島水野錬太郎・政直旧蔵書籍・雑誌にっいて557
会
の
刊
行
物
と
、
『
同
盟
旬
報
』
、
『
同
盟
時
事
月
報
』
、
『
国
際
経
済
月
報
」
な
ど
同
盟
通
信
社
の
刊
行
物
が
、
共
に
同
じ
ぐ
ら
い
の
分
量
で
最
も
多
く
を
占
め
て
い
る
。
友
邦
文
庫
は
主
に
満
鉄
お
よ
び
満
州
に
関
す
る
も
の
、
政
策
研
究
院
は
主
に
「
内
地
」
に
関
す
る
も
の
を
お
受
け
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
前
者
は
友
邦
文
庫
、
後
者
は
政
策
研
究
院
伊
藤
隆
研
究
室
に
引
き
取
ら
れ
た
。
『
満
鉄
調
査
月
報
』
（
｝
一
〇
冊
）
は
、
昭
和
七
年
三
月
か
ら
十
七
年
七
月
に
わ
た
り
、
特
に
昭
和
十
一
年
か
ら
十
五
年
は
欠
号
が
な
く
揃
っ
て
い
る
。
『
（
満
鉄
）
調
査
時
報
』
（
二
七
冊
）
は
大
正
十
五
年
十
月
か
ら
昭
和
四
年
二
月
に
わ
た
る
が
、
欠
号
が
多
い
。
Z
＞
O
の
H
G
Q
－
芝
Φ
げ
。
p
け
（
耳
8
”
＼
＼
≦
Φ
げ
。
9
け
巳
一
゜
簿
ρ
壱
＼
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
二
誌
は
学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
現
物
は
閲
覧
に
便
利
で
あ
る
上
、
目
次
の
項
目
や
執
筆
者
を
書
誌
情
報
に
追
加
す
る
こ
と
で
、
目
録
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
多
く
の
活
用
可
能
性
を
持
つ
。
　
「
調
査
」
や
「
海
外
」
に
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
外
務
省
情
報
部
の
『
国
際
事
情
』
（
四
二
冊
）
、
『
国
際
月
報
』
（
三
三
冊
）
、
『
海
外
時
報
』
（
一
〇
冊
）
も
友
邦
文
庫
が
お
受
け
し
た
。
『
海
外
時
報
』
は
大
正
十
四
年
、
『
国
際
事
情
』
、
『
国
際
月
報
』
は
昭
和
十
一
年
か
ら
昭
和
十
六
年
（
一
部
は
昭
和
十
九
年
）
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
は
外
務
省
が
省
内
の
調
査
研
究
の
一
端
を
紹
介
す
る
た
め
に
刊
行
し
た
も
の
で
、
戦
前
期
の
国
際
政
治
を
知
る
上
で
基
本
的
な
史
料
と
な
る
。
朝
鮮
史
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
中
戦
争
か
ら
第
二
次
欧
州
戦
争
期
の
日
本
史
、
外
交
史
な
ど
の
研
究
に
お
い
て
も
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
　
な
お
、
水
野
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
定
期
刊
行
物
に
、
朝
鮮
総
督
府
の
刊
行
物
、
も
し
く
は
朝
鮮
関
係
の
刊
行
物
は
全
く
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
単
行
書
に
朝
鮮
関
係
の
も
の
が
比
較
的
多
い
こ
と
と
、
他
の
分
野
の
残
さ
れ
方
か
ら
推
察
し
て
、
こ
の
部
分
の
蔵
書
は
錬
太
郎
の
生
前
に
拓
殖
大
学
も
し
く
は
東
洋
協
会
に
寄
贈
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
一
冊
だ
け
保
管
さ
れ
て
い
た
『
威
南
警
友
国
境
警
備
特
輯
号
』
（
昭
和
八
年
四
月
、
朝
鮮
警
察
協
会
威
南
支
部
）
は
、
国
内
で
は
こ
れ
ま
で
滋
賀
県
立
大
に
し
か
所
蔵
の
な
か
っ
た
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
該
書
は
友
邦
文
庫
で
お
受
け
し
た
。
　
政
策
研
究
院
伊
藤
隆
研
究
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
同
盟
通
信
社
の
刊
行
物
の
う
ち
、
『
同
盟
旬
報
」
は
、
昭
和
十
六
、
十
七
年
が
欠
号
な
く
揃
っ
て
い
る
点
で
き
わ
め
て
利
用
価
値
が
高
い
。
後
継
誌
で
あ
る
『
同
盟
時
事
月
報
』
も
、
昭
和
十
八
年
九
月
を
除
き
十
九
年
ま
で
揃
っ
て
お
り
、
戦
時
期
の
メ
デ
ィ
ア
史
、
外
交
史
研
究
上
利
便
性
が
高
い
。
政
策
研
究
院
が
保
管
す
る
定
期
刊
行
物
に
は
こ
の
ほ
か
『
歴
史
科
学
』
（
白
揚
社
）
、
『
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
（
産
業
労
働
調
査
所
）
、
『
産
業
労
働
通
信
・
産
業
労
働
時
報
』
（
産
業
労
働
調
査
所
）
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
戦
前
の
左
翼
系
刊
行
物
が
少
数
部
ず
つ
あ
る
。
史
料
紹
介
に
あ
た
っ
て
友
邦
文
庫
の
目
録
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
数
冊
が
こ
ち
ら
に
来
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
機
会
を
み
て
統
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
友
邦
文
庫
が
お
受
け
し
た
定
期
刊
行
物
は
三
六
タ
イ
ト
ル
三
四
四
冊
、
政
策
研
究
院
が
お
受
け
し
た
定
期
刊
行
物
は
、
目
録
作
成
が
途
中
で
あ
る
た
め
確
定
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
現
在
ま
で
四
558東洋文化研究7号
九
タ
イ
ト
ル
六
九
九
冊
で
あ
る
。
　
単
行
書
に
つ
い
て
も
、
定
期
刊
行
物
と
同
じ
く
、
朝
鮮
、
満
州
、
中
国
な
ど
に
関
す
る
も
の
を
友
邦
文
庫
が
、
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
に
関
す
る
も
の
と
、
友
邦
文
庫
が
お
受
け
し
た
分
野
以
外
の
書
籍
を
政
策
研
究
院
が
お
受
け
す
る
こ
と
と
し
た
。
冊
数
は
、
友
邦
文
庫
が
三
三
九
冊
、
政
策
研
究
院
が
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
四
六
四
冊
で
あ
る
。　
友
邦
文
庫
が
お
受
け
し
た
単
行
書
の
う
ち
、
表
題
、
著
者
な
ど
か
ら
朝
鮮
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
は
三
四
冊
で
あ
っ
た
。
『
戦
後
に
お
け
る
朝
鮮
の
政
治
情
勢
　
附
重
要
事
件
日
誌
』
（
外
務
省
調
査
局
第
五
課
、
昭
和
二
十
七
年
）
、
『
戦
後
に
お
け
る
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮮
の
政
治
経
済
』
（
日
本
銀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
調
査
局
、
昭
和
二
十
三
年
）
写真2　『二つの中国』
な
ど
は
、
水
野
（
お
そ
ら
く
政
直
）
の
関
心
が
戦
後
も
朝
鮮
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
興
味
深
い
。
こ
の
ほ
か
満
鉄
刊
行
の
調
査
書
（
三
四
冊
）
、
「
満
州
読
本
』
な
ど
東
亜
経
済
調
査
局
刊
行
の
小
冊
子
・
資
料
集
な
ど
（
三
七
冊
）
が
刊
行
元
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
　
水
野
政
直
の
著
作
（
共
著
）
『
二
つ
の
中
国
』
（
国
民
大
学
文
庫
、
国
土
社
、
昭
和
二
十
四
年
）
も
、
友
邦
文
庫
が
お
受
け
し
た
単
行
書
に
含
ま
れ
る
。
小
冊
で
あ
る
が
、
国
共
内
戦
期
の
中
国
、
解
放
と
建
国
期
の
朝
鮮
に
関
す
る
透
徹
し
た
視
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
該
書
は
国
会
図
書
館
に
所
蔵
が
な
く
、
所
蔵
す
る
大
学
も
二
大
学
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
本
で
あ
る
。
揃
い
の
程
度
や
所
在
情
報
な
ど
の
指
標
が
取
り
に
く
い
単
行
書
に
つ
い
て
は
、
重
複
調
査
の
完
了
後
、
機
会
が
あ
れ
ば
テ
ー
マ
を
設
け
て
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
政
策
研
究
院
保
管
分
の
単
行
書
に
つ
い
て
は
、
該
分
野
の
書
誌
に
関
す
る
筆
者
の
知
識
が
薄
い
こ
と
、
目
録
作
成
が
未
完
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
紹
介
を
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
　
政
直
に
関
す
る
史
料
は
、
こ
れ
ま
で
、
一
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
水
野
錬
太
郎
文
書
（
帝
国
大
学
時
代
の
講
義
ノ
ー
ト
、
来
翰
、
『
論
策
と
随
筆
』
草
稿
な
ど
約
九
〇
点
、
尚
友
倶
楽
部
、
西
尾
林
太
郎
編
に
よ
る
翻
刻
あ
り
）
、
二
、
拓
殖
大
学
図
書
館
所
蔵
水
野
錬
太
郎
寄
贈
書
籍
、
が
知
ら
れ
て
き
た
。
一
、
は
、
錬
太
郎
の
死
後
政
一
氏
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
、
は
目
録
は
し
が
き
よ
り
錬
太
郎
が
生
前
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
寄
贈
者
別
で
な
く
発
行
機
関
別
に
編
ま
れ
て
い
る
た
め
、
規
模
や
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
今
回
、
友
邦
文
庫
と
政
策
研
究
院
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
目
録
は
現
在
の
と
こ
ろ
約
二
〇
〇
〇
件
、
政
策
研
究
院
で
の
作
業
が
完
了
す
れ
ば
二
三
〇
〇
件
近
く
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
友
邦
文
庫
分
の
み
目
録
が
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
、
両
鹿島水野錬太郎・政直旧蔵書籍・雑誌にっいて559
機
関
の
目
録
が
統
合
さ
れ
た
上
で
公
開
さ
れ
れ
ば
、
二
代
に
わ
た
り
重
ね
ら
れ
た
巨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
規
模
は
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。
史
料
と
目
録
が
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
か
け
が
え
の
な
い
蔵
書
を
研
究
の
た
め
に
広
く
開
い
て
下
さ
っ
た
水
野
政
一
氏
、
細
や
か
な
配
慮
を
も
っ
て
政
策
研
究
院
に
お
け
る
目
録
作
成
の
指
揮
を
と
ら
れ
た
黒
澤
良
氏
、
多
忙
な
業
務
の
中
で
、
常
に
交
渉
の
要
に
当
た
っ
て
下
さ
っ
た
清
水
唯
一
朗
氏
に
感
謝
を
繰
り
返
し
つ
つ
稿
を
閉
じ
る
。
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